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論 く文 内 容 の 要 旨
甲状腺疾患の発症には古くから遺伝因子あるいは先天性素因がきわめて重要祝されてきているが, この
方面の実験的研究成果としては見るべきものがほとんどない｡ 京大 ･病理学教室においては, この方面に
知見を加える目的で種々の研究が重ねられてきた｡ そして青山は長期間甲状腺機能克進状態の W istar 系
シロネズミの子孫動物 F 1- F 5について, また柳は長期間甲状腺機能低下状態の W istar 系シロネズミの
子孫動物 F 1- F 4 について研究を行ない, それぞれ甲状腺疾病素因の生成問題に関して新しい知見を加え
た ｡ 著者はさらにこれら成果を確実, 精細にする目的で, それら子孫動物の世代をすすめて10世代まで
の子孫動物を作成 し, それらについて詳細な病理学的および二, 三の生化学的研究を行なった｡
まず第 1編においては, 甲状腺末を体重 100 g につき 30 m g ずつ連日 1か月以上経口投与した雌雄
W istar 系シロネズミの子孫動物 F 6- F IO について各世代につき数十例ずつをとって研究して次の成績を
得た｡
(1)子孫動物は体重の増加がやや不良であった｡ (2)甲状腺は, その重量は (重量, 比体重とも) 正常対照
より大きく組織学的, 組織計測的には折胞が累代性に小型となり, 折胞細胞は丈が高 くゝなり, 炉胞腔の消
失, コロイドの消失等も見られるようになり, ぜんじ Strum a parenchym atosa m icrofollicularis の
像が増強していった｡ (3)血清 P B I 値は累代性に増加し, F l｡ では 13.6±0.9γ/dl で対照 (約 5γ/dl) の
約 3 倍に達した｡ 血清コレステロールはやや減少する傾向を示した｡ (4)甲状腺 I 131摂取率はやや増加した
が, 最高値に達するのが24時間後で対照より遅延した｡ (5)下垂体はやや肥大を示し, 組織学的および組織
計測的に累代性に好塩基性細胞の増数と腫大と願粒の粗大化が見られ , F IO でその数は対照の約 3倍とな
った｡ (6)その他の臓器には著変を見なかった｡
次に, 第 2編においては, 歴代にわた り1,000- 1,300pc の I131 を腹腔内 1 回注射による radiothyroi-
dectom y を行ない 1か月以上経過した雌雄 W istar 系シロネズミの子孫動物 F 5- F l｡ について, 各世代
ごとに数十例ずつをとって研究して次の成績を得た｡ (1)子孫動物は一般に体重の増加が悪かった｡ (2)甲状
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腺重量, 重量比体重は対照より大きく, 組織学的および組織計測的にぜんじ臆胞が大型となり, 源胞細胞
の偏平化, コロイドの充満傾向を示し, Strum a colloides m acrofollicularis の像が増強していった｡ (3)
血清 PB I 値は累代性に低下し, F l｡ では 1.1±0.5γ/dl で対照 (約 5γ/dl) の約1/5に減少した｡ 血清コ
レステロールはいずれもやや高値を示した｡ (4)甲状腺 Ⅰ131 摂取率は低く, 最高値に達するのが 24時間後





論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
甲状腺疾患の発症にきわめて重要視されている遺伝または先天性素因については, 実験的研究成果とし
てはみるべきものがほとんどなく,不明の点が少なくない｡著者はこの方面に知見を加える目的で,歴代に
わたり W istar 系ラットに長期間甲状腺末を連日投与して甲状腺機能先進状態にし, その子孫動物 F 6-
では正常の約 3 倍値を示し, 甲状腺もぜんじ 'Strum a parenchym atosa m itrofollicularis の像が増強し,
下垂体の好塩基性細胞の増数, 腹粒の粒大化等も著明となってゆくなどの成績を得, 後者ではまったく逆
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